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ダゾメット粉粒剤及びメチオニンによるダイコン萎黄病の防除
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1 は じ め に

岩手県においてダイコンは規模拡大が進み連作されるこ

とが多く,萎黄病をはじめとする連作障害の被害を受けて

いる。萎黄病対象の土壌消毒剤にダブメット粉粒剤やクロー

ルピクリン燻蒸剤等があるが,薬剤施用後に土壌を全面被

覆する必要があり,現地では作業の煩雑さからあまり普及

していない。筆者らは,ダイコン萎黄病に対するダゾメッ

ト粉粒剤の防除効果を検討する中で消毒作業を簡便にする

ため,土壌鎮圧により薬剤施用後のビニール被覆を代替で

きないか検討 し,併せて最近有効と報告されたメチオニン

についてもその効果を検討 した。

2試 験 方 法

〔試験 1〕 ダゾメット粉粒剤の施用・鎮圧の有無による防

除効果の検討

(1)試験年次 :1994年

●)試験場所 :岩手県普代村和野山地区造成畑 (淡色黒

ボク土)

6)供試圃場 :萎黄病中発生,多発生の 2圃場

14)供試品種 :天宝

6)試験区の構成 :表 1の とおりである

表 1 試験区の構成

6)耕種概要

1)ダゾメット粉粒剤処理月日 :5月 30日

2)播種月日 :7月 20日 (11月 2日 調査)

3)施肥量 (kg/10a):N-98 P205-197
K20-98

4)栽植密度 :畦幅60cn× 株間27c1 6,173本 /10a

〔試験 2〕 グゾメット粉粒剤,ク ロールピクリン燻蒸剤及

びメチオニンの防除効果の比較

(D 試験年次 :1995年

12)試験場所 :試験 1に 同じ

6)供試圃場 :萎黄病多発生圃場

14)供試品種 :YR愛宕

6)試験区の構成 :表 2の とおりである

資 材 名
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5 クロールピクリン
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30

30

30・

注 *:単位はイ/10a

16)耕種概要

1)薬剤処理月日 :6月 14日 (ガス抜き6月 30日 )

2)播種月日 :7月 6日 (9月 6日調査)

3)施肥量・栽植密度 :試験 1に 同じ

3試 験 結 果

0)ダゾメット粉粒剤の施用・鎮圧の有無による防除効

果の比較

萎黄病中発生圃場においては,無処理区の発病度は約27

であった。このとき,薬剤施用のみで土壌鎮圧をしなかつ

た場合には発病度が125(防除価535)で ,薬剤施用後に

土壌鎮圧をした場合 (以下ダゾメット鎮圧区と記述)に は

発病度は50(同814)と さらに低 くなり,統計的に有意

(危険率 5%)な防除効果が認められた。一方,萎黄病多

発生圃場においては,無処理区の発病度が405であつたが
,

この圃場では薬剤施用後に土壌鎮圧した場合でも発病度は

375(同74)と高く,防除効果は認められなかつた (表

3)。

表 2 試験区の構成

ダゾメット粉粒剤

メチオニン

後 の 処 理
ビニール被覆
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M(綱
亀 )署 曇

発

ぅぉ

率
発病度 防除価

萎黄病中発生圃場
1   30   有   113   50  814
2   ″    無   213  125  535
3   無処理   -   577   269

375     74

表4 各資材の萎黄病発病度比較

m  2 
務 署  処 理 磁

率
発病度 防除価

萎黄病多発生圃場
4       30        有     550
5  無処理

1 ダゾメット

2      ″

3 メチオニン

4     ″

5 クロールピクリン

6無 処 理

被  覆 338
土壌鎮圧 841
マ ツレチ 548
土壌鎮圧 857
被  覆 209

-   858

137   696
348   227
345   233
393    12 7
54   880
450

655      405

注 発病度の調査基準は以下に示したとおり
発病度=Σ (A+2B+3C)× 100/(3× 全株数)

Al根の導管の一部が褐変している
BI根の導管の半分程度が褐変 している
CI根の導管のほとんどが褐変している

0)ダゾメット粉粒剤,ク ロールピクリン燻蒸剤及びメ

チオニンの防除効果の比較

この試験は,無処理区の発病株率が8b8%,発病度450

と多発条件下での実施となった。対照のクロールピクリン

燻蒸剤ビニール被覆処理 (以下クロピク区と記述)では
,

発病度が54(防除価88)と高い防除効果が認められた。

これに対 してダゾメット粉粒剤では,被覆処理をした場合

(以下ダゾメット被覆区と記述)に発病度137(同 696)

とクロピク区並の防除効果を示 したが,土壌鎮圧では発病

度348(同227)で ,発病を軽減できなかった (表 4)。

しかし,収穫後の跡油+壌中の全フザリウム菌数をみると
,

無処理区で903× 102cfu/g(以下単位は同じ)であった

のに対し,ダゾメット鎮圧区・被覆区でそれぞれ142,130

と危険率 1%で有意に減少 しており,効果を認めることが

できた (データ省略)。 なお,以上の処理による発芽への

影響は認められず,収量についても各区の発病状況に応 じ

て変化 したが,ダゾメット被覆区はクロピク区と同等であ

り,ダゾメット鎮圧区も収量は前二者には劣ったが,無処

理よりは高かった (表 5)。 以上試験 1, 2の 結果から,

ダブメット粉粒剤施用後の土壌鎮圧処理は,ダイコン萎黄

病の発生程度の高い圃場では防除効果は低いものの,発生

程度の低い圃場では防除効果が期待できると考えられた。

メチオニンについては,そ の処理によって特にマルチ区

で発病株率548%,発病度345と無処理よりも低 くなって

いたものの,統計的な有意差は求められなかった (表 4)。

表 5 発芽率及び収量

m   書 務 署   処 理 委芽 (3、∫D
被  覆  990  4,225
土壌鎮圧  900  1,237
マ ル チ   924  3,272
土壌鎮圧  927   956
被  覆  990 4.374

-     938   673

1 ダゾメット

2       ″

3 メチオニン

4      ″

5 クロールピクリン

6 無 処 理

注 *:収量は萎黄病発病根や協根・裂根等の被害根を

除いた規格内収量

また,跡地土壌中の全フザリウム菌数は,無処理区で903,

メチオニンマルチ区で98と 有意に減少 していたものの

(データ省略),その殺菌効果が防除効果には現れていなかっ

た。なお,メ チオニン処理による発芽への影響は認められ

ず,収量もマルチをした場合,ダ ゾメット,ク ロピクには

やや劣ったものの,無処理区を大きく上回っていた (表 5)。

メチオニンは,今回の試験では有意な防除効果は認めら

れなかったが,今後少発条件下で試験を行い,再度評価 し

ていく必要があるかと思われた。

4 ま と め

萎黄病発生程度の高い圃場 (発病度40程度)においては
,

ダゾメット粉粒剤を施用後,被覆処理をした場合に防除効

果が高く,施用後の土壊鎮圧では効果は認められなかった。

これはメチオニンについても同様のことが言えた。一方 ,

発生程度の低い圃場 (発病度269)に おいては,処理後の

土壌鎮圧でも無処理に比較 して有意に発病が減少したこと

から,発生程度によっては施用後の土壌鎮圧でも被覆処理

の代替となる可能性が示された。
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